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「授業改善を図る取り組みについて」の実践報告
－ 授業ノート(授業記録)の利用 －
杉田 有一
Ⅰ はじめに
平成29年３月に新学習指導要領が公示された。新学
習指導要領の改訂の基本的な考え方のなかでは，
と書かれている。このことから授業計画や板書計画の
記録を残し，授業の検証や改善を行うことは教員の資
質を上げるとともに，生徒の資質・能力の育成にもつ
ながると考える。ここでいう教員の資質とは，教師と
しての姿勢や態度ではなく，授業における教師の課題
の提示の方法やその単元に適した教材選び，過去の生
徒の反応から教材を改善するなど，授業力向上に向け
た取り組みを教員の資質とする。
教師の資質を上げるために全く新しいことを，一か
ら始めることは時間と労力が膨大にかかり，多忙な教
師の労働環境を考えると現実的ではない。しかし，こ
れまで行ってきた授業の振り返りであれば時間と労力
も少なく，授業改善がしやすいと考える。だが，教師
はこれまでどのような授業を行ったのか，どのような
板書をしてきたか，その記憶が曖昧で記録も少ない。
授業実践後，部分的に改善を試みようと授業終了直後
は考えるが，一年以上経ち同じ単元の授業を再度行う
時には，その記憶が曖昧となったり，記憶がなかった
りと，これまでの習慣で同じような授業を繰り返して
いることが多い。よって，授業ノートをかくことでそ
の記録を残し，そのノートを見ることによってこれま
での授業の改善になると考える。前述にある新学習指
導要領の改訂のポイントにもこれまでの教育実践の蓄
積に基づく授業改善の活性化により、子供たちの知識
教育基本法、学校教育法などを踏まえ、これまで
の我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし、子供た
ちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確
実に育成。また，知識及び技能の習得と思考力、判
断力、表現力等の育成のバランスを重視する現行学
習指導要領の枠組みや教育内容を維持した上で、知
識の理解の質を更に高め、確かな学力を育成。とあ
る。さらに，我が国の教育実践の蓄積に基づく授業
改善のなかでは，我が国のこれまでの教育実践の蓄
積に基づく授業改善の活性化により、子供たちの知
識の理解の質の向上を図り、これからの時代に求め
られる資質・能力を育んでいくことが重要。
の理解の質の向上を図り、とある。
これらの理由から，私が附属中に赴任してから７年
間の授業ノート(授業記録)に関しての実践報告を本紀
要に執筆する考えとなった。
Ⅱ 取り組みの概要
私が赴任した平成23年の千葉大学教育学部附属中学
校数学科の研究主題が「表現力を高める授業つくり」
～数学的な表現を用いて説明する活動を通して～とあ
り，この時の学習指導要領(現学習指導要領)で一層の
充実が図られた数学的活動の１つに「数学的な表現を
用いて説明する活動」と同校の教育研究会会誌に記さ
れている。これを受けて，それまでに経験した公立中
学校での授業を，附属中学校の研究にあうような授業
に変えていく必要があった。また，私自身もそれまで
公立中学校で行っていた授業が慣習化しており，授業
の改善しようと考えていた時に赴任となった。よって
附属中１年目は，最初からの教材研究となった。
数学教育の授業に関する書籍は，数多くあるが私が
教材研究で参考にした書籍は「問題解決の授業」に関
する書籍である。特に北海道教育大学の相馬一彦先生
の著書は，多くの教材研究で参考となった。
Ⅲ 実際の活動
１ 授業ノートについて
授業ノートは，その年に自分が授業を担当する学年
の授業について記録し７年間で32冊になる(写真１)。
赴任１年目，２年目の平成23年や24年は，１つの学年
で毎年１冊程度であったが，年を追うごとに増え続け
１つの学年で毎年３冊となった。これは，以前行った
授業の反省から注意点や，授業の流れを細かく記入し
たり，ワークシートを増やしたりと情報量が増えたた
写真１ ７年間の授業ノート
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めである。記録している各年度と担当学年は，表１の
通りである。
表１ 授業ノートの記録がある年度とその学年
本校数学科では，２クラスを３つのグループに分け
て授業を行う少人数学習を行っている。また，数学科
の職員は，３年生の６グループのうち必ず１つ以上の
グループを受け持つため，３学年の授業ノートは毎年
記録しているため７年間分ある。
２ 生徒の間違った理解をいかした教材
１年目のノート(写真２)は，これまでの知識や同僚
の数学の先生方のアイデア等をノートにかき，授業を
行っていた。授業ノートには，生徒の反応や気づいた
ことなどを記した。
写真２ １年目の授業ノート
１年目の途中からは，授業づくりの参考書などを利
用し教材研究を行った。
図１の教材は，相馬一彦編著『「問題解決学習の授
業」に生きる「問題」集』から参考にした教材である。
図１ 「問題解決学習の授業」に生きる「問題」
上の図で，ＢＣ//ＤＥである。χ，ｙの値を求
めなさい。
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このとき，ある生徒が
６：９＝ｙ：10
２：３＝ｙ：10
３ｙ＝20
という計算をし，間違えた値を求めてしまった。
この後，この生徒の間違えを教材として取り入れ，
次のようなプリントをつくった。
図２ 生徒の間違えをヒントにつくったプリント
図２の問１は，生徒がよく間違える問題である。改
善した授業では，この間違いを教師から提示し，生徒
達にどこが間違っているのかを指摘させた。そこで教
師は，その間違いに気をつけなさいという強いメッセ
ージを生徒に伝えると同時に，学習指導も行うことが
できる。また，間違って求めた長さは，図のどこの部
分なのか考えさせる問題を加えた。このように，生徒
が間違った問題をそのままにせず，その記録を授業ノ
ートに残すことで，数学的な見方や考え方を育成させ
る教材に改善することができた。
このように，以前の授業記録を残すことによって，
教材を最初からつくる必要はなく，そこから更に発展
した教材へとつくりかえることが容易となった。
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右の図でＤＥ//ＢＣのとき y の値を求めるため
にまさみさんは次のような計算をしました。
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2：3＝ y：10
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問１
まさみ さんの解答の間違っているところを指摘
し、正解を計算して答えなさい。
問２
まさみさんが間違った計算で求めた長さは、どこ
の長さか図で示しなさい。
8㎝
4㎝ 3㎝
x ㎝5㎝
y ㎝
Ａ
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Ｄ Ｅ
1学年 ２学年 ３学年
平成２３年度 ○ ○
平成２４年度 ○ ○
平成２５年度 ○ ○
平成２６年度 ○ ○
平成２７年度 ○ ○
平成２８年度 ○ ○
平成２９年度 ○ ○
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３ 「予想」を授業に取り入れた教材の開発
Ⅱでも述べたが，私が授業ノートを書くようになっ
たきっかけは，授業を改善したいという思いからであ
る。相馬は，「予想」を授業に取り入れることは，「関
心・意欲を高める授業」にとって有効にはたらくよう
に思われる．また，算数・数学の授業を改善していく
ためのきっかけになるように思う．と書いている。こ
のように「予想」を取り入れた数学授業は，授業を改
善していくためのきっかけであり，これまでの授業の
スタイルを大きく変えるのではなく，徐々に改善して
いくやり方であると考えた。また，相馬は「予想」の
大切さをクイズ番組に例えて次のように記している。
クイズの答えを予想する場面で，その予想では正しい
予想ができたかどうかは大きな問題ではない．あてず
っぽうでもよい．予想したことが，「自分の予想は正
しいだろうか」「正解や理由を聞いてみよう」「考えて
みよう」という気持ちにつながっていくのであろう．
とある。だから実際の授業においても，「予想」は直
観的な要素が強いとある。そこで「予想」の意味を，
「問題の結果や考え方について見当をつけること」と
定義している。そこで，次のような教材を開発した。
図３の課題は，２学年の式の計算の授業で使用する
ワークシートである。この授業の学習目標は，文字式
のよさを実感することとした。そのために，地球の半
径をｒと書かず，地球１周を４万㎞と記した。
図３ 「予想」を授業に取り入れた教材
まず，計算する前に生徒達に予想をさせる。すると
①のアリを選ぶ生徒が多かった。授業をつくった当初
は，ひもと地面の間の長さを発表させていたのだが，
大半の生徒は地球１周が４万㎞から，ひもの長さを４
万㎞＋１ｍ(40,000,001ｍ)そこから円周の半径を計算
し，地面と隙間がどの位空くのかを求めていた。しか
し，桁が大きくなり計算が煩瑣なため，生徒達は飽き
てしまい，興味・関心が薄くなってしまった。そこで
問題を提示した直後は，誰でも直観で答えられるよう
に，４つの選択肢から選ぶことに改良した。改良した
課 題
地球を一周する、なが～いひもがあります。この
ひもは地面の上に置かれている。このとき、このひ
もの長さを１ｍ長くしたとき、このひもと地面の間
を通ることができる生き物は次のうちどれ？あては
まる動物を全て答えなさい。
ただし、地球一周の長さを４万㎞とする。
① アリ ② リス
③ 犬(柴) ④ ライオン
授業では，自分の「予想」をまわりの生徒と確認する
姿がみられ，授業が盛り上がった。その中で，「自分
の予想は正しいだろうか」「正解や理由を聞いてみよ
う」「考えてみよう」と興味を持ちはじめ，意欲的に
解答を求めようとした。このように「予想」を授業に
取り入れた教材は引き続き続けていきたいと思う。
写真３ 授業の様子
写真４ 生徒が記入した黒板
４ 授業ノートと黒板の板書
このように，授業ノートをつくることで，これまで
の授業の改善は少しずつ図れた。しかし，実際の授業
の記録は，授業ノートに少しだけメモをする程度で，
授業を客観的に見ることはしていない。公開研究会等
で他の職員から授業の評価いただくことはあるが，毎
回の授業の評価、反省をする事はできていない。そこ
で，まず自分の授業の板書を記録するようにし，授業
ノートと黒板の板書に違いがないか検証することにし
た。生徒に伝えよう，考えさせようとして授業を組み
立て，ノートにまとめたことが，その日の授業の流れ
によって黒板上でノートにかいたことと異なることが
ある。それについて検証をする必要があると思う。し
かし，記録を取り始めたのが実習期間が終了した昨年
11月から始めたため資料の数が少ない，よって現段階
で，資料の検証までには至っていない。今後はこの点
に関して検証する必要がある。授業ノートとその時の
板書を以下に記す。
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写真５ 授業ノートとその授業の板書１
写真６ 授業ノートとその授業の板書２
Ⅳ 成果と課題
授業ノートの作成にあたり授業の素材が増えたこと
が大きな成果である。また，その素材に関するワーク
シートもデータで残しているので，今後の授業実践の
ために有効利用したい。また，授業の内容をノートに
かくことで，頭の中で授業をイメージするだけでなく，
目で確認ができるのは，自分の授業を客観的に見るこ
とができた。自分の授業を見られることは恥ずかしい
ことではあるが，まずは自分の授業を自己理解するこ
とができた。今後は授業を他の教員にみてもらい，コ
メントが頂けると，効果的な授業記録になると思う。
授業は，教師が予想したとおりに生徒が発言したり，
考えたりしない。だから目の前の生徒や学校事情に合
わせた教材を，その都度考える必要がある。しかし，
毎時間の授業ノート(授業記録)の作成は，教師の負担
が非常に大きい。この負担を改善するため，授業ノー
トをデータ化することが相応しいと考える。いつでも
手軽に取り出せる媒体に保存し残しておけば，授業の
素材がすぐ取り出せ，その改善も図っていきやすいと
考える。ノートを書く大切さもあるので，今後の課題
としたい。
また，授業ノートの記入と実際の授業で説明したり，
板書したりすることが違うときは，振り返る必要があ
る。授業計画の他に教室の板書も写真等で記録にとり，
異なる部分を検証し授業改善に利用すべきである。
最後に，教育実習生が実習を行っている期間は，授
業の記録がない｡また毎年，同じ時期に実習に来るた
め，同じ単元の記録が抜けている所も多いのでこの場
で述べておく。
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